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菊陽町議会は、 

ウクライナ侵略に抗議する！ 
 

菊陽町議会は、ロシアのウクライナ侵略に抗議する決議を 

全員賛成で可決しました。 
 

議員発議案に全員賛成しましたが、小林議員は、「日本にふさわしい支援は、

食料や医療など非軍事の人道支援こそ、必要だと考える」と非軍事での支援

を強調しました。 

 

 

 

菊陽町議会 3月一般質問   

                           *日本共産党菊陽支部の政策・見解をお知らせします 

  生理用品を 

小・中学校トイレに設置 
昨年 6月議会で小林議員が要求した学校へのナプキン設置が実現しました！ 

 

昨年 12 月に教育委員会から各学校に通知がなされ、小学校の高学

年と中学校にナプキンの設置が実現しています。毎月町内全校で 500

個用意してあり、利用する生徒は増えています。 

女性にとって生理用ナプキンは、必ず毎月必要です。学校や公共施

設にトイレットペーパーと同様に備品として設置することで個人の

経済的負担を減らすことができます。菊陽新婦人の会からも経済的に

厳しい世帯ではナプキン購入もままならない事態を生理の貧困問題として町に要請が

されていました。生理用品の学校設置は、女子生徒の負担を減らす一歩になります。今

後も利用状況に応じて必要数の設置をお願いします。 

生理用品の設置ありがとう。次は、公共施設にもお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党 菊陽支部 

2022年 4月号 TEL232-4536 

実際の利用数 

12月 73個 

1月 367個 

2月 339個 
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教育現場のために 

 
コロナ感染症下で 3年目。 

子どもたちは頑張っています。 

先生たちも頑張っています。 

保護者も頑張っています。 

早くコロナ感染症を収束させて  

落ち着いて学ばせてあげたい！    

せめて予算をつけて 

きめ細かい対応をしてほしい！ 
 

小林議員：コロナ感染症禍のもとで少人数学級化が求められている。熊本市ではこの 4 月から

小学校 5年生まで 35人学級が実現する。菊陽町の実態はどうか？ 

 

教育部長：町では、令和 7年度の 35人学級化に向けて段階的に進めており、来年度は菊陽町も

3 年生まで 35 人学級となる。現在教室や給食室の建設を進めている。熊本市は政令指

定都市なので独自で進められる。町の実態は 35人を超える人数のクラスは 4クラスあ

る。 

 

小林議員：教育現場には、感染対策に加え、行事の変更、学級閉鎖、オンライン授業など様々な

負荷がかかっている。特に 2 年生までは 3 クラスだった学年がコロナ感染症下で 3 年生

になると 2 クラスになっている。教員の負担も大きい。35 人を超えるクラスに特別支援

学級の児童が加わり 40人を超える人数が同じ教室で学習するという密な実態もある。 

 

教育部長：特別支援のカリキュラムを工夫して対応している。 

 

小林議員：特別支援の児童を別にするというやり方は、望ましくないし、保護者らも望んでいな

い。共同授業も含めた人数に基準を設けて学級編成をする必要がある。4月から新しい学

年に進級するにあたり、35 人を超えるクラスへの対応をしてほしい。せめて教員の目が

行き届き、きめ細かい対応ができるように教員の増員、支援員の増員をしてほしい。 

 

教育部長（後日回答）：町の会計任用職員を 4 月から武蔵ヶ丘北小 4 年生に 1 名配置

する。教室も広いところを使うようにしている。 

 

ストレスの多い今だから手厚い対応が必要です。 
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日本共産党は、戦前から一貫して戦争反対の党です。 

治安維持法で弾圧を受けながらも日本の侵略戦争に命

懸けで反対してきました。 

そして旧ソ連時代からの覇権主義とも中国共産党の覇

権主義とも対決してきた歴史を持っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和と進歩をめざす勢力が、それぞれの国でも 

また国際的にも正しい前進と連帯を図って 

 

なんとしても子どもたちに平和の国際秩序を   

手渡していかなくてはなりません。 

 

 

日本共産党はどんな国であれ覇権主義的な干渉、戦

争、抑圧、支配を許さず、平和の国際秩序を築き、核兵

器のない世界、軍事同盟のない世界を実現するための国

際的連帯を世界に広げるために力をつくします。 

 

 

 
 

戦争は、「悪」 

紛争を戦争にしない国際社会へ！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO  

WAR 

 

いま世界は、 

「国連憲章にもとづく平和の国際秩序」か、 

「独立と主権を侵害する覇権主義的な国際秩序」に 

後戻りするのかが問われています。 
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この機に「憲法変えよう」という政党があります 
 

 

 

 

９条を捨てて武装すれば、本当に安心なの？ 

 

 

 

 

 

  

 

今やるべきは、憲法改正ではなく、難民支援を全力で！ 

 

 

 

憲法９条を掲げて国際舞台で不戦のリーダーになってほしい！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

敵基地攻撃能力を備え、核共有をしたところで、狭い島国に 5７基の

原発を持つ日本が先制攻撃されれば国土が壊滅しかねません。 

だからと言って他国を恐れてこちらが先制攻撃をすれば、必ず報復

の応酬になるでしょう。 

憲法 9 条は、日本が二度と侵略をしないという誓いの証です。それ

を変えて日本が先制攻撃のできる武装をすれば、相手から見れば危険

な兆候そのものです。抑止力になるどころか周辺国に軍備拡大や侵略

の口実を与えかねません。むしろ安心は遠のくと言えます。 

 

 

憲法 9条の戦争放棄は、自衛を禁ずるものではありません。 

かつて侵略国家だった日本が二度と他国を侵略することを禁じているのです。

日本は、戦後 77年間不戦の憲法を掲げてきた国です。そして唯一の核

被爆国です。核兵器禁止条約に批准し、国際社会に戦争の愚かさと悲惨

さを訴えて平和の秩序作りの先頭に立てるはずです。 

 

 

日本共産党は、「憲法を変えて敵基地攻撃能力を持つべき」・ 

「核シェアリングで核武装すべき」との立場はとりません。 

日本の国民は、悲惨な戦禍を目にしてウクライナの方の困難をな

んとか救いたいという想いで一致しています。日本政府は、停戦

への尽力、難民支援、国際秩序の回復に全力を尽くして下さい。 

改憲は、日本が完全に「力の支配」に組み込まれることを意味します。 

参議院選挙で改憲 NO の意志を示して、暴力のない国際社会を目指しましょう。 


